


 

国際医療福祉大学

学 長 北島 政樹

平成 24 年度、慶應義塾大学を中心に本学を含む医療系 10 大学が連携して実

施する「高度がん医療開発を先導する専門家の養成プログラム」が、文部科学

省大学教育改革支援事業「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」とし

て採択されました。これは、５年間にわたる国からの財政支援をいただきなが

ら、各大学がそれぞれの専門性や特徴を十分に生かした上で相補的かつ相乗的

に連携をとることにより、質の高い機能的な教育ネットワークを構築し、次世

代のがん先端医療を担う高度医療人材を育成してゆくものです。 
本学では、これまでも自治医科大学との共同プログラム「全人的ながん医療

の実践者養成」（平成 19 年度文部科学省「がんプロフェッショナル養成プラン」

採択事業）として、「がん治療放射線技師コース」、「がん薬物療法認定薬剤師コ

ース」及び「がん登録専門コース」を修士課程に開設し、がんに特化したメデ

ィカルスタッフ養成教育を実践するとともに、定期的にシンポジウムや講演会

を開催して一般の方々に対しても最新のがん医療情報を提供するなど、本学の

基本理念に則って、地域医療への貢献も視野に入れた活動を行ってまいりまし

た。 
今回のプログラムにおいても、本学では博士課程に「がん先端医療に対する

多職種連携重点コース」を開設し、高度な基礎研究の成果を臨床現場に橋渡し

をし、さらに科学的根拠と高い倫理観に基づき慈恵の心を持って実行に移すこ

とのできる高度医療人、すなわち薬剤師、看護師、診療放射線技師を育成する

べく万全な体制整備に努力をしております。 
今般、本プログラム開始初年度の活動記録をまとめさせていただきました。

本格的な事業開始前の準備状況の状態で十分な記録とは云えませんが、ぜひと

もご高覧の上、今後も本プログラムにご賛同賜り、共に学べることを期待いた

しております。 

 



 

国際医療福祉大学大学院

副大学院長 天野 隆弘
「がん先端医療に対する多職種連携重点コース」 

検討委員会委員長

 
平成 24 年度から、慶應義塾大学を主管校とし、関東圏の 10 大学が連携して

取り組む「高度がん医療開発を先導する専門家の養成プログラム」が文部科学

省大学教育改革支援事業「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」の一

つとして採択されました。 
本学もこれに連携し、「がん先端医療に対する多職種連携重点コース」として、

様々な専門分野で多職種連携を進めるがんプロフェッショナル医療人を育成す

るプログラムに取り組むこととなりました。本学大学院では、がんプロフェッ

ショナルを目指す薬剤師、看護師及び診療放射線技師の方々を育成するための

コースを平成25年度から開設することとしており、この１年間、各大学とも種々

の情報交換を行い、連携しながら準備を進めて参りました。 
カリキュラムについても、「がん先端治療の基礎知識」、「医療プロフェッショ

ナリズム概論」、「がん治療薬学」、「がん治療放射線医学」、「医療統計」、「診療

情報管理」等の履修科目を定め、「医学臨床実習」を通して多職種連携を目指し

たがんプロフェッショナルの育成に取り組むべく、本学ではこれまでに 11 回に

わたって検討委員会を開催し、議論を深めて参りました。 
まだまだ道半ばであることは言うまでもありませんが、さらに充実したプロ

グラムを目指し、これまでに開催したシンポジウム及びワークショップの発表

内容、視察の概要、カリキュラム等、一年目の活動記録をひとつの成果物とし

て冊子にまとめさせていただくことといたしました。 
今般、この冊子を供覧に付し、今後さらに様々なアドバイスを頂くことによ

り、さらに充実したプログラムへと改善して参りたいと考えております。 
どうぞ皆様からの忌憚のないご意見を頂戴したく、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

国際医療福祉大学大学院

大学院長 金澤 一郎

脳卒中が日本の死因の第一位を続けていた頃に私は医者になりました。そし

てついに 1981 年、脳卒中を抜いて「がん」が死因の第一位に躍り出たわけです。

勿論、がんにとって名誉なことではありませんが、1983 年、時の首相であった

中曽根康弘氏が「対がん十ｹ年総合計画」を制定して、国を挙げてがん制圧に乗

り出した訳です。基礎・臨床・社会などあらゆる角度からの研究が進められて

はいるものの、残念ながら未だにがんによる死亡率は上昇し続けています。こ

れに何とか対抗しようと様々な取り組みがなされていますが、その一環として

の「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」があると認識しています。

この度の計画には、慶應義塾大学を始めとして関係機関の方々のご好意により

当大学も加えて頂き感謝いたしております。この計画によって、がん制圧に対

する熱い志に燃えた博士が数多く誕生することを心から祈り、私共としてでき

る限りの支援を惜しまないつもりです。 
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平成 24 年度 文部科学省「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」採択事業 
 
主 管 校  慶應義塾大学  
連携大学  慶應義塾大学、北里大学、首都大学東京、信州大学、聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学、聖路加看護

大学、東海大学、東京歯科大学、山梨大学、国際医療福祉大学（計 10 大学） 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名 高度がん医療開発を先導する専門家の養成 
 
国際医療福祉大学「教育コースの概要」 

国際医療福祉大学大学院 

　　医療福祉学研究科 博士課程 保健医療学専攻 

　　薬学研究科 博士課程 医療･生命薬学専攻

コースの名称 がん先端医療に対する多職種連携重点コース

コースの重点区分 ①教育改革 養成する専門分野 薬剤師、看護師、診療放射線技師

コースの開始時期 平成25年４月 修業年限（期間） 2年

コースの履修対象者 国際医療福祉大学大学院博士課程学生

養成する人材像

当該人材養成により
期待される成果や効
果（アウトカム）

教育内容の特色等

修了要件・履修方法 10単位以上を履修した上で、履修内容審査に合格すること

年度 計

募集人員

医3、薬2 医3、薬2 医3、薬2 医3、薬2 医12、薬8

受入目標人数

養成人数

履修科目等

大学名等

医師と機能的なチームを作りがん先端治療にあたることができる専門知識を有する専門
医療職

<必修科目> がん先端治療の基礎知識(2単位)、医療プロフェッショナリズム概論(2単位)、
　　　　　　　　医学臨床実習(2単位)

<選択科目> がん治療薬学(2単位)、がん治療放射線医学(2単位)、医療統計(2単位)、
　　　　　　　　診療情報管理(2単位)

本コースでは従来の専門性にもとづいた縦割りの教育を廃し、異なる専門領域の学生が
クロスオーバーして共にがん先端医療の実際を学び、それぞれの専門分野での治療計
画の策定を協同して行うことができる専門医療職の養成を目指す。標準治療とともに、臨
床試験や細胞治療、低侵襲治療、TDMにもとづく個別がん治療などの先端がん医療の
実際を、東京都がん認定診療施設である国際医療福祉大学三田病院や先端医療を多
数実施している関連機関において学ぶ

患者を中心に医師や看護師、薬剤師をはじめとする医療スタッフがそれぞれの専門分野
を活かしながら、患者にとって最善と思われる治療を提供することがチーム医療に求めら
れている。特に、がん先端治療という極めて専門的な知識が必要とされる領域において、
その専門性を活かし、機能的にチーム医療ができる人材を育成することは、患者にとって
多大な利益となる

 
※ 上記の修業年限、修了要件は、がんﾌﾟﾛコースのコース修了認定を受けるための要件。 
※ 博士課程を修了するためには、所属する専攻・分野の修業年限、修了要件が適用。 
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＜補助事業から得られる具体的な成果＞

上記の本年度の補助事業実施計画を実施することにより、本補助事業から得られる具体的な成果

は、以下のとおりである。

① 設置委員会における検討会議を実施することにより、「がん先端医療に対する多種職連携重

点コース」におけるカリキュラム、教育方法、教材についての充実を図り、教育側において効果

的かつ独創的な教育方法の意識の改善を図ることができる。

② 他の先端医療実施施設におけるがん先端医療の多職種連携の取り組みについて調査するこ

とにより、現在のがん先端医療の多職種連携における問題点および改善点を把握し、「がん先端

医療に対する多種職連携重点コース」の設置の際の基礎データとして活用し、本学における教育

の取り組みの改善に反映し、教育内容および効率の向上につながることができる。

③ 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」においては、ビジュアル オリエンテッド

な教材の開発を実施し教育手法の充実を図ることにより、学生のがん先端医療に対する多種職連

携の意識の改善を図ることができる。

④ 教育における移動電子端末およびアンサーパッドを導入することにより、「がん先端医療に

対する多種職連携重点コース」のみならず、他のがん関連における大学院教育や指導者養成にも

本取組の対象を広げ、がん診療における多職種連携の取組を本学全体として拡充し、もってがん

に対するチーム医療を形成する能力のより一層の向上が図られ、授業における理解の率を ％程

度まで上昇させることを目指す。

⑤ 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムを開催することにより、本取組を国内の

みならず、海外の大学に情報発信し、本補助事業の公表・普及につなげることができる。また、

そこで得られた他大学で行っている手法との比較等を行い、教育カリキュラムの手法の開発、が

ん先端医療に対する多種職連携の評価の在り方を開発し、将来のがん先端医療に対する多種職連

携の教育の教育法・評価法の改善につながる。

⑥ 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップを開催することにより、本取り組みを

国内のみならず、海外の大学に情報発信し、本補助事業の公表･普及につなげることができる。

また、そこで得られた他大学で行っている手法との比較等を行い、がん先端医療に対する多種職

連携について問題点や改善点を把握し、本学における「がん先端医療に対する多種職連携重点コ

ース」の開始を行う際の教育手法の開発、有効な教育評価のあり方を開発し、カリキュラムの開

発、教育効果の向上、教育環境の向上につなげ本学における取り組みの改善につながる。

＜参考資料＞

【平成 年度】

① ４月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」設置および教育開始の実施

② ５月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」におけるビジュアルオリエンテッド

な教材の追加開発継続の実施

③ ６月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」における教育評価法の検討と実施

④ ９月 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムの開催

⑤ １１月 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップの実施

年 月 日

平成２４年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）調書

国際医療福祉大学

＜本年度の補助事業実施計画＞

本年度の補助事業の目的を達成するため、

① ４月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」設置委員会による検討会議の実施

② ５月 他の先端医療実施施設におけるがん先端医療の多職種連携の取り組みの調査

③ ６月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」におけるビジュアルオリエンテッド

な教材の開発開始と導入

④ ８月 教育における移動電子端末およびアンサーパッドの活用法の検討と導入

⑤ ９月 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムの開催

⑥ １１月 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップの開催

＜補助事業の内容＞

本補助事業は、選定された「がん先端医療に対する多職種連携重点コース」の専門職育成補助事

業実プランにおける施計画について、多職種連携のプロフェッショナル育成の一層の充実･発展

を目指す補助事業であり、内容は以下のとおりである。

① 設置委員会においては、検討会議を実施することにより、「がん先端医療に対する多種職連

携重点コース」におけるカリキュラム、教育方法、教材についての充実を図り、効果的かつ独創

的な教育方法に対する具体的検討を行う。

② 他の先端医療実施施設におけるがん先端医療の多職種連携の取り組みについて調査を行い、

現在のがん先端医療の多職種連携における問題点および改善点を把握し、本学における取り組み

の改善に反映させる。

③ 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」においては、ビジュアル オリエンテッド

な教材の開発を実施することにより、教育手法の充実を図り、効果的な専門職養成の教材開発の

開始を行う。

④ 教育における移動電子端末およびアンサーパッドを導入することにより、効果的な教育の取

組を選定の対象となった「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」のほか、他のがん関連

における大学院教育や指導者養成にも対象を広げ展開する。

⑤ 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムを開催し、本取組の開始、教育コース設

置の公表・普及とあわせ、他大学の取組、現状との比較・検討を行う。

⑥ 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップを開催し、本学における育成の公表･

普及とあわせ、問題提起、討論を行い他大学のプロフェッショナル育成との比較･検討を行う。
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＜補助事業から得られる具体的な成果＞

上記の本年度の補助事業実施計画を実施することにより、本補助事業から得られる具体的な成果
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③ 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」においては、ビジュアル オリエンテッド

な教材の開発を実施し教育手法の充実を図ることにより、学生のがん先端医療に対する多種職連

携の意識の改善を図ることができる。

④ 教育における移動電子端末およびアンサーパッドを導入することにより、「がん先端医療に

対する多種職連携重点コース」のみならず、他のがん関連における大学院教育や指導者養成にも

本取組の対象を広げ、がん診療における多職種連携の取組を本学全体として拡充し、もってがん

に対するチーム医療を形成する能力のより一層の向上が図られ、授業における理解の率を ％程

度まで上昇させることを目指す。

⑤ 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムを開催することにより、本取組を国内の

みならず、海外の大学に情報発信し、本補助事業の公表・普及につなげることができる。また、

そこで得られた他大学で行っている手法との比較等を行い、教育カリキュラムの手法の開発、が

ん先端医療に対する多種職連携の評価の在り方を開発し、将来のがん先端医療に対する多種職連

携の教育の教育法・評価法の改善につながる。

⑥ 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップを開催することにより、本取り組みを

国内のみならず、海外の大学に情報発信し、本補助事業の公表･普及につなげることができる。

また、そこで得られた他大学で行っている手法との比較等を行い、がん先端医療に対する多種職

連携について問題点や改善点を把握し、本学における「がん先端医療に対する多種職連携重点コ

ース」の開始を行う際の教育手法の開発、有効な教育評価のあり方を開発し、カリキュラムの開

発、教育効果の向上、教育環境の向上につなげ本学における取り組みの改善につながる。

＜参考資料＞

【平成 年度】

① ４月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」設置および教育開始の実施
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③ ６月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」における教育評価法の検討と実施

④ ９月 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムの開催

⑤ １１月 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップの実施

年 月 日

平成２４年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）調書

国際医療福祉大学

＜本年度の補助事業実施計画＞

本年度の補助事業の目的を達成するため、

① ４月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」設置委員会による検討会議の実施
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な教材の開発開始と導入

④ ８月 教育における移動電子端末およびアンサーパッドの活用法の検討と導入

⑤ ９月 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムの開催

⑥ １１月 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップの開催

＜補助事業の内容＞

本補助事業は、選定された「がん先端医療に対する多職種連携重点コース」の専門職育成補助事

業実プランにおける施計画について、多職種連携のプロフェッショナル育成の一層の充実･発展

を目指す補助事業であり、内容は以下のとおりである。

① 設置委員会においては、検討会議を実施することにより、「がん先端医療に対する多種職連

携重点コース」におけるカリキュラム、教育方法、教材についての充実を図り、効果的かつ独創

的な教育方法に対する具体的検討を行う。

② 他の先端医療実施施設におけるがん先端医療の多職種連携の取り組みについて調査を行い、

現在のがん先端医療の多職種連携における問題点および改善点を把握し、本学における取り組み

の改善に反映させる。

③ 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」においては、ビジュアル オリエンテッド

な教材の開発を実施することにより、教育手法の充実を図り、効果的な専門職養成の教材開発の

開始を行う。

④ 教育における移動電子端末およびアンサーパッドを導入することにより、効果的な教育の取

組を選定の対象となった「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」のほか、他のがん関連

における大学院教育や指導者養成にも対象を広げ展開する。

⑤ 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムを開催し、本取組の開始、教育コース設

置の公表・普及とあわせ、他大学の取組、現状との比較・検討を行う。

⑥ 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップを開催し、本学における育成の公表･

普及とあわせ、問題提起、討論を行い他大学のプロフェッショナル育成との比較･検討を行う。
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Ⅱ平成 年度の

主な活動

【平成 年度】

① ４月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」教育および評価の実施

② ５月 コース在住者による他の先端医療実施施設におけるがん先端医療の多職種連携の取り

組みの調査

③ ９月 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムの開催

④ １１月 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップの実施

⑤ ２月 第１期修了者の評価および教育成果の発表の実施

【平成 年度】

① ４月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」教育および評価の実施

② ５月 コース在住者による他の先端医療実施施設におけるがん先端医療の多職種連携の取り

組みの調査

③ ９月 「がん先端医療に対する多種職連携」シンポジウムの開催

④ １１月 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップの実施

⑤ ２月 第２期修了者の評価および教育成果の発表の実施

【平成 年度】

① ４月 「がん先端医療に対する多種職連携重点コース」教育および評価の実施

② ５月 コース在住者によるがんセンターおよび他の先端医療実施施設におけるがん先端医療

の多職種連携の取り組みの調査

③ １１月 「がん先端医療に対する多種職連携」ワークショップの実施

④ １月 「がん先端医療に対する多種職連携」総括シンポジウムの開催

⑤ ２月 第３期修了者の評価および教育成果の発表の実施

⑥ ３月 本事業の総括的まとめと最終報告書の作成
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文部科学省「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」

平成 年度の主な活動

シンポジウム
（第２回 国際医療福祉大学学会学術大会にて）

平成 年 月 日 日 ： ～ ：

シンポジウムⅢ： 文部科学省「がんプロフェッショナル養成基盤

推進プラン」採択事業

テーマ ： 超高齢社会におけるがんチーム医療の在り方

会 場 ： 国際医療福祉大学大田原キャンパス 棟 教室

放射線医学総合研究所 視察

平成 年 月 日 月

静岡県立静岡がんセンター 視察

平成 年 月 日 月
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第 回 ワークショップ

平成 年 月 日 日 ： ～ ：

テーマ ： ～がん医療における多職種連携と

その大学院教育を考える～

「緩和医療における多職種連携」

「がん治療における多職種連携」

会 場： 国際医療福祉大学大学院 東京青山キャンパス ５階

第 回 ワークショップ

平成 年 月 日 日 ： ～ ：

テーマ ： ～がん医療における多職種連携と

その大学院教育を考える～

「チーム医療と緩和ケア」

会 場： 国際医療福祉大学大学院

東京青山キャンパス５階 教室（遠隔教室）

大田原キャンパス ３階 Ｂ教室（遠隔教室）

検討委員会開催記録

検討準備委員会 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日
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Ⅲシンポジウム

 
第 回 国際医療福祉大学学会 学術大会 シンポジウム

シンポジウムⅢ ： 文部科学省採択事業

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

テーマ ： ～超高齢社会におけるがんチーム医療の在り方～

平成 年 月 日

： ～ ：

国際医療福祉大学 大田原キャンパス 棟 教室

第 回 ワークショップ

平成 年 月 日 日 ： ～ ：

テーマ ： ～がん医療における多職種連携と

その大学院教育を考える～

「緩和医療における多職種連携」

「がん治療における多職種連携」

会 場： 国際医療福祉大学大学院 東京青山キャンパス ５階

第 回 ワークショップ

平成 年 月 日 日 ： ～ ：

テーマ ： ～がん医療における多職種連携と

その大学院教育を考える～

「チーム医療と緩和ケア」

会 場： 国際医療福祉大学大学院

東京青山キャンパス５階 教室（遠隔教室）

大田原キャンパス ３階 Ｂ教室（遠隔教室）

検討委員会開催記録

検討準備委員会 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日
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日時：　平成24年9月2日（日）

13：30～16：00

会場：　Ｆ棟１０１教室

司会：

挨拶：

13：30 ～ 13：40 （10分） 天野 隆弘 国際医療福祉大学副大学院長　山王メディカルセンター院長

講演：

13：40 ～ 14：00 （20分） 大津　敦 国立がんセンター東病院　臨床開発センター長

14：00 ～ 14：20 （20分） 森川 康英 国際医療福祉大学病院小児外科　教授

14：20 ～ 14：40 （20分） 安藤　裕 放射線医学総合研究所　重粒子医科学センター病院長

14：40 ～ 15：00 （20分） 角田 直枝 茨城県立中央病院看護局長　がん看護専門看護師

15：00 ～ 15：20 （20分） 旭 満里子 国際医療福祉大学薬学部　教授・副学科長

15：20 ～ 15：50 （30分）

総括：

15：50 ～ 16：00 （10分） 北島 政樹 国際医療福祉大学学長

第2回国際医療福祉大学学術大会
テーマ：　超高齢社会において医療・福祉に求められるもの

　　 大東 貴志　　　　国際医療福祉大学三田病院　泌尿器科部長

　　 糸井 裕子　　　　国際医療福祉大学保健医療学部看護学科　准教授

シンポジウムⅢ：

　　 文部科学省採択事業　がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

　　 テーマ：　～超高齢社会におけるがんチーム医療の在り方～

ディスカッション：
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■シンポジウムⅡ：超高齢社会におけるリハビリテーションの問題点 

超高齢社会では、高齢者のリハビリテーションの在り方が従来のそれと異なるものに

なるであろう。従来の方式を繰り返せば良いというわけにはいかない。高齢者が求める

ものを考え、それに沿った治療が展開されるべきである。現場の声を中心に構成する。 

 各シンポジストには、各担当分野の問題点について 10 分程度講演する。最後に、シン

ポジストと聴衆とで、この問題について討議する。 

 

① 理学療法士の立場から 

   ② 作業療法士の立場から 

   ③ 言語聴覚士の立場から 

④ 視能訓練士の立場から 

 

■シンポジウムⅢ：超高齢社会におけるがんチーム医療の在り方 

 超高齢社会のがん治療におけるチーム医療の在り方について 

 

司会：大東貴志 （本学教授、三田病院泌尿器科部長） 

糸井裕子 （看護学科准教授） 

      シンポジスト： 

大津 敦 （国立がんセンター東病院 臨床開発センター長） 

森川康英 （本学教授 国福病院小児外科） 

安藤 裕 （放射線医学総合研究所 重粒子医科学センター病院長） 

角田直枝 （茨城県立中央病院看護局長 がん看護専門看護師） 

旭満里子 （本学薬学部教授） 

  

■特別企画：災害時の高齢者医療について 

 東日本大震災時の高齢者医療に関する問題点を踏まえて討議する 

 

■ポスターセッション・口述発表 

 一般、学内研究費受給者の研究内容および成果についての報告 

 

■学科別企画 

 各学科運営 

 

■関連職種連携実習報告会 

 学生による関連職種連携実習の実習報告会 

第２回国際医療福祉大学学会学術大会 

プログラム 
 

テーマ：超高齢社会において医療・福祉に求められるもの 

 
第二次世界大戦後、日本は平和的な民主国家の樹立を目指してたゆまぬ努力を続け、世

界の奇跡といわれた復興を成し遂げた。この間、戦後 7200 万人にまで減少した人口は 2010

年に 1 億 2800 万人に増加した。これに伴い、65 歳以上の高齢者も 2045 年には 3800 万人

に達するものと推定されている。 

 高齢者の増加は医療・福祉を含む社会構造や経済環境に大きな影響を与えようとしてい

る。日本社会は好むと好まざるにかかわらず、これらの情況を受け入れ、これに対処しな

ければならない。 

 超高齢社会では現在の常識が覆される。医療・福祉は急性期医療から予防医療、再生医

療、高齢者医療、介護や看取り医療などにウェイトが移る。このような情況下では、リハ

ビリテーション、看護、介護、薬物療法、放射線療法などの役割が非常に重要になる。 

 本大会では超高齢社会において求められる医療や福祉について考える。 

 

■特別講演「これからの医学・医療－超高齢社会への挑戦と応戦－」 

国際医療福祉大学総長 矢﨑義雄 

 

■シンポジウム I：超高齢社会における医療の問題点 

超高齢社会では、高齢者の循環器疾患、悪性疾患、再生医療などに対する診療が従来

のものとは異なるものになるであろう。ただ漫然と生きながらえれば良いとする医療は

忌避され、生きるからには、生活の質を保持し、生きがいのある人生を送れるような医

療が求められる。このような観点にたてば、現行の医療は矛盾に満ちたものであり、こ

の矛盾にどのように対処するかが問われている。 

 各シンポジストは担当分野におけるこれらの矛盾点について 15 分程度講演する。最後

に、シンポジストと聴衆とでこの問題について討議する。 

 

① 少子化問題について  国際医療福祉大学塩谷病院 病院長 江口光興 

② 循環器疾患について  国際医療福祉大学三田病院 病院長 小川 聡 

③ 悪性疾患について   国際医療福祉大学病院   病院長 蘇原泰則 

④ 再生医療について   国際医療福祉大学熱海病院 病院長 寺岡 慧 
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シンポジスト と 発表データ

大津 敦（国立がん研究センター東病院臨床開発センター長）

森川 康英（国際医療福祉大学病院小児外科教）

安藤 裕（放射線医学総合研究所重粒子医科学センター病院長）

角田 直枝茨城県立中央病院茨城県地域がんセンター看護局長

旭 満里子（国際医療福祉大学薬学部教授・副学科長）
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アンケート
 

 

 

著作権上の都合により、発表資料は非掲載とさせていただきます

 



− 77−

アンケート
 

 

 

著作権上の都合により、発表資料は非掲載とさせていただきます
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シンポジウムⅢ（がんプロ講演） アンケート用紙 
2012/9/2 国際医療福祉大学 

この度はご来場下さり、誠にありがとうございました。

各設問の該当箇所を黒く塗りつぶして下さい。会場出口の箱に投函して下さい。

 
① 記入者 ○ 教員、 ○ 職員、 ○ 学生、 ○ 大学院生、 ○ 一般参加者

② ご所属（本学グループの方のみご回答下さい。）

③ ご職業（一般参加の方のみご回答下さい。）

④ このシンポジウムⅢに参加したきっかけは何ですか。（複数可）

○ 国際医療福祉大学のホームページを見て

○ 新聞の記事・広報を見て

○ 家族や知人などから聞いて

○ シンポジストに興味があって（該当に→ 講師 、講師 、講師 、講師 、講師 ）

○ その他（具体的に ）

⑤ このシンポジウムⅢ（全体）について、ご満足いただけましたか。

○ とても満足 ○ 満足 ○ ふつう ○ 不満

⑥ 講演について、ご満足いただけましたか。

講師 大津 敦 国立がんセンター東病院 臨床開発センター長

○ とても満足 ○ 満足 ○ ふつう ○ 不満

講師 森川 康英 国際医療福祉大学病院小児外科 教授

○ とても満足 ○ 満足 ○ ふつう ○ 不満

講師 安藤 裕 放射線医学総合研究所 重粒子医科学センター病院長

○ とても満足 ○ 満足 ○ ふつう ○ 不満

講師 角田 直枝 茨城県立中央病院茨城県地域がんセンター看護局長

○ とても満足 ○ 満足 ○ ふつう ○ 不満

講師 旭 満里子 国際医療福祉大学薬学部 教授・副学科長

○ とても満足 ○ 満足 ○ ふつう ○ 不満

⑦ ディスカッションについて、ご満足いただけましたか。

○ とても満足 ○ 満足 ○ ふつう ○ 不満

⑧ ご来場いただいたご本人様およびご家族、ご友人についてお伺いします。

がん治療について

○ 闘病中の方がいる → ○ ご自身、 ○ ご家族、 ○ ご友人

○ 闘病経験のある方がいる → ○ ご自身、 ○ ご家族、 ○ ご友人

○ がんで亡くなられた方がいる → ○ ご家族、 ○ ご友人

○ 特に該当しない

⑨ 参考になったことやご感想、ご希望、ご興味のあるテーマなどを自由にご記入下さい。

ご協力、ありがとうございました。
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シンポジウムⅢ（がんプロ講演） アンケート用紙 
2012/9/2 国際医療福祉大学 
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○ 闘病中の方がいる → ○ ご自身、 ○ ご家族、 ○ ご友人
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⑥講演について、ご満足いただけましたか？

１とても満足

２満足

３ふつう

４不満

合計

※個人別集計結果は割愛。

⑦ディスカションについて、ご満足いただけましたか？

１とても満足

２満足

３ふつう

４不満

合計

⑧ガン治療についてお伺いします。

　　　　　　闘病中の方がいる。

１ご自身

２ご家族

３ご友人

小計

　　　　　　闘病経験のある方がいる。

１ご自身

２ご家族

３ご友人

小計

　　　　　　がんで亡くなられた方がいる。

１ご家族

２ご友人

小計

　　　　　　特に該当しない。

合計

第２回国際医療福祉大学学会学術大会　シンポジウムⅢ（がんプロ講演）

　　　　　日時：平成２４年　９月２日　１３：３０～１６：００　　～超高齢社会におけるがんチーム医療の在り方～

①記入者

　 １教員

２職員

３学生

４大学院生

５一般参加

合計

②ご所属（本学グループ参加者　※上記①1～4の内訳）

看護 理学 作業 言語 放射 視機能 福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 薬学

総合教育 基礎医学 大学本校 小田原 大学病院 三田病院 未記入 合計

③ご職業（一般参加者）

会社員 自営業 保健師 　鍼灸のマッサージ師 無職 未記入 合計

④シンジウムⅢに参加したきっかけは何ですか?（複数回答可）

１国際医療福祉大学のホームページを見て

２新聞の記事・広告を見て

３家族や知人などから聞いて

４シンポジストに興味があって

　※個人別集計結果は割愛。

５その他（具体的に　

合計

⑤シンジウムⅢ（全体）について、ご満足いただけましたか？

１とても満足

２満足

３ふつう

４不満

合計

平成２４年度　アンケート結果集計
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⑥講演について、ご満足いただけましたか？

１とても満足

２満足

３ふつう

４不満

合計

※個人別集計結果は割愛。

⑦ディスカションについて、ご満足いただけましたか？

１とても満足

２満足

３ふつう

４不満

合計

⑧ガン治療についてお伺いします。

　　　　　　闘病中の方がいる。

１ご自身

２ご家族

３ご友人

小計

　　　　　　闘病経験のある方がいる。

１ご自身

２ご家族

３ご友人

小計

　　　　　　がんで亡くなられた方がいる。

１ご家族

２ご友人

小計

　　　　　　特に該当しない。

合計



− 82− − 83−

感想
・がん治療に加え作業療法士として大きく関わることができる。緩和ケアにもっと触れられると良
かった。

・専門医療のレベルの高い講義で一般の人にはむずかしかった。

・チーム医療といっても一般病院との格差は大きい。まだまだ高齢者のがん治療に大きな差があ
ります。本日の話題は最先端な病院での高齢者のがん治療ですね。

テーマ ・がんとの上手な付き合い方など

・精神面のケア、スピリチァルとの連携

時間 ・ディスカションが聞けず残念でした。　＋6名

・発表時間厳守

＜自由記載＞

・がん対策基本計画における自治体の責務について参考としたかった。

・自分もガンに年齢的にかかる場合があるので聞いて見たかった。

・がん治療と連携のあり方についての現在行われている内容をしりたかった。

・医療にとても興味があって。

・任務ですし学会員だから

・学内報告

・テーマに興味があった。

・職場で。

・卒研の先生の紹介　＋1名

・大田原市広報だった？

・学習プログラム

・がんプロ委員として

・大学学会だから

・学会スタッフとしてお手伝いをしていた為。職員の勧め。　＋7名

⑧がん治療について

・特に該当しないが近所にガンになっている人がいるので

⑨参考になったことやご感想、ご希望、ご興味のあるテーマなど自由にご記入ください。

感想
・５月２９日に主人の母が９年間の悪性リンパ腺の治療の甲斐なく他界しました。最後は毎日家族
の見舞いを受け、看護を受け「満足した」との言葉を残してくれました。本人の意思を尊重し、ギリ
ギリまで在宅で過ごし１ヶ月の入院生活でした（勿論何十回も入退院は経験しました）。　看護師
でありながら何も力になれなかったのでは・・・？もっとできる事があったのではないか？と自問自
答しています。今日の勉強を大切に学生に伝えていきたいです。

・「がん医療チームに求められるもの」「診療報酬改定の概要」は参考になった。

・興味深いシンポジウム、ありがとうございました。

・森川先生のお話は、将来医療従事者として働くうえで仕事が楽しみになる内容でした。今後のが
ん治療が更に発展することを願います。

・少子高齢化社会が進む中でのロボット技術の導入はとても楽しみです。

・未来の医療についてはとても興味深かった。

・放射線治療について学ぶ機会が多かったが、集学的治療があってのがん治療であることを感
じ、学ぶことができたのでよかったです。

・重粒子放射線治療についてとても参考になりました。

・放射線治療が特に興味がある。保険がきかないというのでちょっと考えてしまう。

・放射線医学総合研究所の治療は、経済的に豊かな人しか受けられない。

・学生の参加も多いので、若手が実践できることなども紹介してもらえたらもっと良かったと思う。
または考えてもらいたいことなど。

④このシンポジウムⅢに参加したきっかけは何ですか。

　　　　　その他(具体的に
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感想
・がん治療に加え作業療法士として大きく関わることができる。緩和ケアにもっと触れられると良
かった。

・専門医療のレベルの高い講義で一般の人にはむずかしかった。

・チーム医療といっても一般病院との格差は大きい。まだまだ高齢者のがん治療に大きな差があ
ります。本日の話題は最先端な病院での高齢者のがん治療ですね。

テーマ ・がんとの上手な付き合い方など

・精神面のケア、スピリチァルとの連携

時間 ・ディスカションが聞けず残念でした。　＋6名

・発表時間厳守
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Ⅳ第 回ワークショップ

平成 年 月 日（日曜日）

： ～ ：

大学院東京青山キャンパス５階
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Ⅳ第 回ワークショップ

平成 年 月 日（日曜日）

： ～ ：

大学院東京青山キャンパス５階
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第 1 回 国際医療福祉大学 

文部科学省がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン  

ワークショップ 
テーマ：「がん医療における多職種連携とその大学院教育を考える」 

 
日時：平成 24 年 12 月 2 日（日曜日） 
時間：10：00～16：30 
会場：国際医療福祉大学大学院青山キャンパス 5 階 
司会：天野 隆弘（国際医療福祉大学副大学院長 山王メディカルセンター院長） 
 
≪スケジュール≫ 
 
午前の部 A 教室 

●挨拶   10：00～10：10（10 分）  北島 政樹（国際医療福祉大学学長）  
                              「先進がん医療に対する多職種連携とその育成」 

   10：10～10；15（ 5 分） 金澤 一郎（国際医療福祉大学大学院長） 
●連携校参加者紹介 10：15～10：20（ 5 分）  天野 隆弘 
   10：20～10：30（10 分）  望月 眞弓（慶應義塾大学薬学部大学院 薬学研究科教授）  

橋口 正行（慶應義塾大学薬学部大学院 薬学研究科准教授）

10：30～10：40（10 分）  国枝 悦夫（東海大学医学部付属病院 放射線治療科教授） 
●KJ 法による   10：40～12：00（80 分）  参加者全員 
意見交換とｸﾞﾙｰﾌﾟ分け 

昼食 ルーム 1   12：00～13：00（60 分） 

午後の部 A・C・D 教室 
●グループワーク 13：00～15：00（120 分）  

【グループ ①】 C 教室 【グループ ②】 D 教室 

「緩和医療における多職種連携」 「がん治療における多職種連携」 

望月 眞弓  国枝 悦夫  

大東 貴志  橋口 正行  

勝俣 健一郎  天野 隆弘  

山本 康弘  福島 道子  

清水 貴壽  橋本 光康  

糸井 裕子  井上 理恵(東京都済生会中央病院) 
教育システム担当 篠原 信夫（①②共通） 

 

●各グループの発表とチーム医療(多職種連携)を展開するための討論 A 教室  

15：00～16：20（80 分） 

●全体の総括        16：20～16：30（10 分）  天野 隆弘  
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挨 拶
 

北島 政樹（国際医療福祉大学学長）

金澤 一郎（国際医療福祉大学大学院長）

 

≪ゲスト≫

慶應義塾大学薬学部大学院薬学研究科教授 望月　眞弓 先生　

慶應義塾大学薬学部大学院薬学研究科准教授 橋口　正行 先生  

東海大学医学部付属病院 放射線治療科教授　 国枝　悦夫 先生

東京都済生会中央病院地域医療センター 井上　理恵 先生

以上　4名

≪委員≫

学長 北島　政樹

大学院長 金澤　一郎

副大学院長 天野　隆弘

三田病院　泌尿器科部長 大東　貴志

保健医療学部放射線・情報科学科長 勝俣　健一郎 

保健医療学部看護学科長 福島　道子

診療情報アナリスト養成分野長 山本　康弘

保健医療学部放射線・情報科学科教授 橋本　光康

保健医療学部看護学科准教授 糸井　裕子

診療情報アナリスト養成分野准教授 篠原　信夫

薬学部薬学科　衛生化学・環境衛生学講師 清水　貴壽

以上　11名

≪記録担当≫

株式会社　医療福祉総合研究所／医療福祉eﾁｬﾝﾈﾙ 2名

≪事務局≫

がんプロ事務局（東京青山　課長） 小峰　辰也

がんプロ事務局（東京青山　課長） 松島　静夫

がんプロ事務局（学生募集室　主事） 今井　繁

がんプロ事務局（大田原　教務課） 鈴木　享

がんプロ事務局（大田原　企画課） 賀川　夫ニ郎

がんプロ事務局（東京青山　事務補助） 山下　恵里子

高橋　美也

以上　7名

合計　24名

第1回　国際医療福祉大学

文部科学省がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン　

出席者名簿
ワークショップ
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挨 拶
 

北島 政樹（国際医療福祉大学学長）

金澤 一郎（国際医療福祉大学大学院長）
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連携校参加者紹介
 

望月 眞弓（慶應義塾大学薬学部大学院 薬学研究科教授）

橋口 正行（慶應義塾大学薬学部大学院 薬学研究科准教授）

国枝 悦夫（東海大学医学部付属病院 放射線治療科教授）
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望月 眞弓（もちづき・まゆみ）

慶應義塾大学 教授

専門：医療薬学、特に医薬品情報学

経歴： 年千葉大学薬学部卒業

研 究 内 容

研究内容 ：医薬品が正しい情報のもとに適切に使用され、よりよい治療が患者に

提供されるよう、適切な医薬品情報の創出、効果的な収集法、質の評価法、効果

的な提供法および活用法について研究している。信頼性のある医薬品情報の提

供、構築、活用を目指して新たな医薬品情報を創出したり、既存の医薬品情報の

評価に基づき再解析をし、信頼できる情報を再構築して創出することなどを研究し

ている。

略 歴

千葉大学薬学部卒 日本ロシュ（株 ）学術部、試薬部

北里大学病院薬剤部

千葉大学大学院薬学研究科医療薬学専攻 医薬品情報学 助教授

北里大学薬学部臨床薬学研究センター 医薬品情報部門 教授

共立薬科大学 医薬品情報学講座 教授

慶應義塾大学薬学部 教授 現在に至る

 
 
 
 
 
 



− 103−

望月 眞弓（もちづき・まゆみ）

慶應義塾大学 教授

専門：医療薬学、特に医薬品情報学

経歴： 年千葉大学薬学部卒業

研 究 内 容

研究内容 ：医薬品が正しい情報のもとに適切に使用され、よりよい治療が患者に

提供されるよう、適切な医薬品情報の創出、効果的な収集法、質の評価法、効果

的な提供法および活用法について研究している。信頼性のある医薬品情報の提

供、構築、活用を目指して新たな医薬品情報を創出したり、既存の医薬品情報の

評価に基づき再解析をし、信頼できる情報を再構築して創出することなどを研究し

ている。

略 歴

千葉大学薬学部卒 日本ロシュ（株 ）学術部、試薬部

北里大学病院薬剤部

千葉大学大学院薬学研究科医療薬学専攻 医薬品情報学 助教授

北里大学薬学部臨床薬学研究センター 医薬品情報部門 教授

共立薬科大学 医薬品情報学講座 教授

慶應義塾大学薬学部 教授 現在に至る

 
 
 
 
 
 



− 104− − 105−

 

 

 
 

 

 

橋口正行（はしぐち・まさゆき）

慶応義塾大学 准教授

専門：医療品情報学、薬剤疫学、薬剤経済学、臨床薬理学

略歴等

年度～現在 ：慶應義塾大学 薬学部 准教授

年度～ 年度：北里大学 薬学部 准教授

年度～ 年度：北里大学 薬学部 助教授

年度～ 年度：北里大学 薬学部 講師 

年度～ 年度：明治薬科大学 薬学部 講師

年度～ 年度：明治薬科大学 薬学部 助手

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



− 105−

 

 

 
 

 

 

橋口正行（はしぐち・まさゆき）

慶応義塾大学 准教授

専門：医療品情報学、薬剤疫学、薬剤経済学、臨床薬理学

略歴等

年度～現在 ：慶應義塾大学 薬学部 准教授

年度～ 年度：北里大学 薬学部 准教授

年度～ 年度：北里大学 薬学部 助教授

年度～ 年度：北里大学 薬学部 講師 

年度～ 年度：明治薬科大学 薬学部 講師

年度～ 年度：明治薬科大学 薬学部 助手

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



− 106− − 107−

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 



− 107−

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 



− 108− − 109−

法による意見交換と

グループ分け
 

キーパッドを使って

天野隆弘（国際医療福祉大学副大学院長）

日本における多職種連携を進める上での問題点の提議

参加者全員

 

国枝悦夫 （くにえだ・えつお）

東海大学医学部附属病院

医学部医学科 教授

【略歴】国枝 悦夫（くにえだ えつお）

昭和 年 慶應大学医学部卒業

昭和 年 慶應大学医学部研修医（放射線科学）

昭和 年 慶應大学医学部助手（放射線科学）

昭和 年 栃木県済生会宇都宮病院医員

昭和 年 大学

平成 年 川崎市立川崎病院放射線科副医長

平成 年 慶應義塾大学医学部専任講師（放射線科学）

平成 年１月より東海大学医学部専門診療系放射線治療学教授

委員歴 年

座長

年 第 回日本高精度放射線外部照射研究会 当番世話人

年 日本医学放射線学会 専門委員 医学物理士委員

年 人工知能学会

年 日本放射線腫瘍学会 評議員、元編集委員、広報委員、教育

委員 現 担当委員

所属学会

第 回日本高精度放射線外部照射研究会

日本医学放射線学会

人工知能学会

著作権上の都合により、発表資料は非掲載とさせていただきます
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グループワーク
 

グループワーク

【グループ ①】 教室 【グループ ②】 教室

「緩和医療における多職種連携」 「がん治療における多職種連携」

望月 眞弓 国枝 悦夫

大東 貴志 橋口 正行

勝俣 健一郎 天野 隆弘

山本 康弘 福島 道子

清水 貴壽 橋本 光康

糸井 裕子 井上 理恵東京都済生会中央病院

教育システム担当 篠原 信夫（①②共通）

各グループの発表とチーム医療 多職種連携 を

展開するための討論
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ワークショップ　グループ①
「緩和医療における多職種連携」
問題提議【１枚目のホワイトボードのPost ITの内容等】

職種の理解
・他の医療スタッフの役割が理解できていない
・緩和医療チームの構成メンバーを互いに知っていない
・緩和医療の中での各職種の役割の明確化ができていない
・病院組織においてスタッフの役割分担が明確のされていない
・病院の運営方針が各部門やスタッフに伝達されていない

緩和医療の概念
・緩和医療に対する考え方の相違（医師ー患者）（医療スタッフ間）
・各職種の緩和医療に対する知識が少ない
・緩和医療の概念の認識にズレ？

地域と病院の連携
・病院から地域までの連携がとれていない
・緩和医療の病棟がない
・在宅医療における多職種連携教育の不足

情報の共有化
・患者の対応の一貫性を保つためのコミュニケーション
・チーム内の情報の共有化
・多職種連携で話し合う場が少ない

患者の心理を学ぶことが必要
・患者側のほうでも理解が少ない
・教育内容を明確にするために患者が何を求めているのか知る必要がある
・緩和医療の専門家が少ない

教育の充実
・カリキュラム構成をどうしたらいいのか、各職種（ドクター、ナース、薬、放射）
・リンクする人の教育内容をどうすべきか？
・他職種の知識をどこまで学ぶべきか基準がない
・医師、看護師以外の職種の倫理面での教育不足

その他に板書として。。。
・業務範囲が明確になっていない
・Drの指示
・情熱不足
・患者の心理を学ぶことが必要
・人材不足
・知識不足
・学会での学習
・調剤薬局の薬剤師さん
・理解・方法論

解決法【２枚目のホワイトボードのPost ITの内容等】

①患者・家族心理
・患者会の参加（見学）
・緩和ケア、患者体験談、患者の心を学ぶ
・患者・家族の心理を理解するための教育
・患者家族や地域住民の認識（マーケティング論？）を学ぶ
・地域で求められている緩和医療
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②社会支援
・緩和医療に関連する社会制度の教育（診療報酬等を含む）（社会支援）
・患者・家族が使える社会的支援を知る教育
・地域における連携システム

③各職種の役割を知る
・緩和医療・専門医から各職種に臨むこと
・各職種の専門家が相互に講義しあう
・各職種間で何が連携できるか
・各職種に知っておいてもらいたい知識・情報の鮮明化
・緩和ケアにおける各職種の役割分担
・各職種の緩和医療の役割

④最新の知識
・最近の緩和医（放射線、看護、薬）
・緩和医療で使われる医薬品に関する教育
・緩和医療で用いられるカウンセリングなどの技術に関する教育
緩和医療の概念について（WHO)

⑤方法論
・グループワークを多用する
・医療現場のスタッフからの講義を充実させる
・座学と実践を結び付けられる教育
・症例に対する各職種間の院生のディスカッションの場を多くする
・実践的なケーススタディによる多職種の意見交換
・PBLで学び問題点を自分でセミナーする
・多職種でケースメソッドで問題解決を討議する教育実習病院

の担当者（実習指導者）との合同の講義や演習

⑥連携に必要な知識とスキル
・緩和ケアにおける情報共有化（しくみ、伝えるべきこと）
・マネジメントに関する知識の習得
・病院でどうふるまうべきか

⑦サポートグッズ
・生活の質を向上するためのサポートグッズを知る（在宅で使えるように）

その他に板書として。。。
・カウンセリングの技法
・多職種でのディスカッション技法
・まだ未解決な地域連携の知識とスキル
・連携を円滑に行うための知識など
・多職種連携における緩和医療促進のための研究
・こういった教育が必要
・①～④、⑥、⑦を⑤で行っていく

重要度

　　⑦

時間

④　①　②　③　⑥　

⑤
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Ⅴ第 回ワークショップ

平成 年 月 日（日曜日）

： ～ ：

大学院東京青山キャンパス５階

大田原キャンパス（遠隔）
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第2回 国際医療福祉大学文部科学省がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 
ワークショップ～がん医療における多職種連携とその大学院教育を考える～ 

  

チーム医療と緩和ケア 
－がんの告知からグリーフケアまで－ 

保坂 隆先生 
（聖路加国際病院精神腫瘍科医長・聖路加看護大学臨床教授） 

 

平成25年2月24日（日曜日） 14：00～16：30 
  

国際医療福祉大学大学院 
                        東京青山キャンパス    5階A教室 

                        大田原キャンパス       B教室（遠隔教室） 
 

 
≪プログラム≫ 

 
                  司会：福島 道子（国際医療福祉大学 看護学科長） 
  
      ●挨拶           14：00～14：05（5分）    天野 隆弘 
                            （国際医療福祉大学副大学院長） 

      ●キーパッドを使って  14：05～14：20（15分）   天野 隆弘、井上 理恵 
                                            （東京都済生会中央病院）  

      ●講演           14：20～15：50（90分）   保坂 隆 
      ●質疑応答           15：50～16：20（30分）   参加者全員 
      ●全体の総括           16：20～16：30（10分）   天野 隆弘  
 
     

お問い合わせ・お申し込み先 
国際医療福祉大学大学院東京青山キャンパス 
東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー5階 
smatsushima@iuhw.ac.jp 担当：松島静夫 

 参加 
 無料 

 申込 
 必要 
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キーパッドを使って
 

天野 隆弘（国際医療福祉大学副大学院長）

井上 理恵（東京都済生会中央病院）

東京青山キャンパス： 名参加

大田原キャンパス ： 名参加

 

≪外部講師≫

聖路加国際病院　精神腫瘍科　医長

聖路加看護大学　臨床教授 保坂　隆　先生

東京都済生会中央病院地域医療センター 井上　理恵 先生

2名

≪委員≫

副大学院長 天野　隆弘

三田病院　泌尿器科部長 大東　貴志

保健医療学部放射線・情報科学科長 勝俣　健一郎　（大田原キャンパス）

保健医療学部看護学科長 福島　道子

保健医療学部看護学科准教授 糸井　裕子

保健医療学部放射線・情報科学科教授 橋本　光康　　（大田原キャンパス）

6名

≪その他≫ 12名

≪事務局≫

がんプロ事務局（大田原　事務副部長） 宮田　雅之　　（大田原キャンパス）

がんプロ事務局（東京青山　課長） 小峰　辰也

がんプロ事務局（東京青山　課長） 松島　静夫

がんプロ事務局（大田原　教務課） 鈴木　享　　　（大田原キャンパス）

がんプロ事務局（大田原　企画課） 賀川　夫ニ郎　（大田原キャンパス）

がんプロ事務局（東京青山　事務補助） 山下　恵里子

高橋　美也

7名

合計　27名

≪記録担当≫

株式会社　医療福祉総合研究所／医療福祉eﾁｬﾝﾈﾙ

第2回　国際医療福祉大学

文部科学省がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン　

出席者名簿
ワークショップ
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キーパッドを使って
 

天野 隆弘（国際医療福祉大学副大学院長）

井上 理恵（東京都済生会中央病院）

東京青山キャンパス： 名参加

大田原キャンパス ： 名参加
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講演と質疑応答
 

保坂 隆

聖路加国際病院 精神腫瘍科医長・聖路加看護大学 臨床教授
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講演と質疑応答
 

保坂 隆

聖路加国際病院 精神腫瘍科医長・聖路加看護大学 臨床教授

 



− 141−

保坂 隆 （ほさか たかし） 

 
 
学歴および職歴 
昭和 52 年 3 月  慶應義塾大学医学部卒業（56 回生） 

 同  5 月  慶應義塾大学医学部精神神経科学教室入局 
昭和 53 年 5 月  東海大学医学部付属病院精神科研修医 
昭和 57 年 4 月 東海大学医学部精神科学助手 
平成 2 年 8 月   カリフォルニア大学ロスアンゼルス校(UCLA)精神科留学 
～平成 4 年 3 月 
平成  5 年 4 月  東海大学医学部精神科学講師 
平成 12 年 4 月  東海大学医学部精神科学助教授 
平成 15 年 4 月  東海大学医学部精神科学教授 
平成 22 年 3 月  同，退職 
平成 22 年４月  東海大学医学部非常勤教授，京都府立医大客員教授， 

横浜市立大学医学部非常勤教授，聖路加看護大学臨床教授， 
聖路加国際病院非常勤嘱託 

平成 22 年 11 月  聖路加国際病院精神腫瘍科医長，聖路加看護大学臨床教授， 
京都府立医大客員教授，横浜市立大学医学部非常勤教授， 
東京医科歯科大学医学部非常勤講師 

 
専門分野 
精神医学、心身医学、コンサルテーション・リエゾン精神医学、サイコオンコロジー、緩和ケア、 
産業メンタルヘルス、コミュニケーション、予防医学、医療経済 など 
 
 

聖路加国際病院精神腫瘍科医長 
聖路加看護大学臨床教授 
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保坂 隆 （ほさか たかし） 

 
 
学歴および職歴 
昭和 52 年 3 月  慶應義塾大学医学部卒業（56 回生） 

 同  5 月  慶應義塾大学医学部精神神経科学教室入局 
昭和 53 年 5 月  東海大学医学部付属病院精神科研修医 
昭和 57 年 4 月 東海大学医学部精神科学助手 
平成 2 年 8 月   カリフォルニア大学ロスアンゼルス校(UCLA)精神科留学 
～平成 4 年 3 月 
平成  5 年 4 月  東海大学医学部精神科学講師 
平成 12 年 4 月  東海大学医学部精神科学助教授 
平成 15 年 4 月  東海大学医学部精神科学教授 
平成 22 年 3 月  同，退職 
平成 22 年４月  東海大学医学部非常勤教授，京都府立医大客員教授， 

横浜市立大学医学部非常勤教授，聖路加看護大学臨床教授， 
聖路加国際病院非常勤嘱託 

平成 22 年 11 月  聖路加国際病院精神腫瘍科医長，聖路加看護大学臨床教授， 
京都府立医大客員教授，横浜市立大学医学部非常勤教授， 
東京医科歯科大学医学部非常勤講師 

 
専門分野 
精神医学、心身医学、コンサルテーション・リエゾン精神医学、サイコオンコロジー、緩和ケア、 
産業メンタルヘルス、コミュニケーション、予防医学、医療経済 など 
 
 

聖路加国際病院精神腫瘍科医長 
聖路加看護大学臨床教授 
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Ⅵ視 察

放射線医学総合研究所

平成 年 月 日

静岡県立静岡がんセンター

平成 年 月 日

【キーパッドを使って】

 

 
 

【質疑応答】
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Ⅵ視 察

放射線医学総合研究所

平成 年 月 日

静岡県立静岡がんセンター

平成 年 月 日

【キーパッドを使って】

 

 
 

【質疑応答】
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放射線医学総合研究所

平成 年 月 日
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放射線医学総合研究所

平成 年 月 日
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氏　　名 所属/職位等

天野　隆弘 国際医療福祉大学大学院（教授・副大学院長）

勝俣　健一郎
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　放射線・情報科学分野（教授・分野責任者）

橋本　光康
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　放射線・情報科学分野（教授）

松島　静夫 国際医療福祉大学大学院（東京青山キャンパス事務局課長）

山下　恵里子 国際医療福祉大学大学院（がんプロ事務局）

高橋　美也 国際医療福祉大学大学院（がんプロ事務局）

井村　直樹 ㈱医療福祉総合研究所（ディレクター）

田中  明宏 ㈱医療福祉総合研究所（カメラマン）

見学者名簿

御来訪者

人   数

見学日程

概要説明

案  内  者

見学施設

説明場所

平成24年 9月24日(月)

国際医療福祉大学大学院

8

13時00分 16時30分

重粒子線棟（HIMAC)

緊急被ばく医療施設

内部被ばく実験棟

重粒子医科学センター

画像診断棟

重粒子治療推進棟

静電加速器棟

サイクロトロン棟

分子イメージング棟

重粒子治療推進棟２Ｆ大会議室

日 時 ～

名

重粒子線棟
（模型、新治療棟)

緊急被ばく医療施設

静電加速器棟

画像診断棟

挨拶 安藤 裕 重粒子医科学センター病院長

新谷 恵理子 重粒子医科学センター物理工学部

松本 雅紀 緊急被ばく医療研究センター
被ばく線量評価部 (内)374

及川 将一 研究基盤センター研究基盤技術部

佐賀 恒夫 分子イメージング研究センター分子病態
張 明栄 分子イメージング研究センター分子認識研究

参加者 引率者名 名

企画部広報課 横塚 哲也 （PHS 6016）

説 明 者

移動＋休憩14：50～15：10 (20)

画像診断棟15：50～16：20 (30)

重粒子線棟
（模型説明(10)、新治療棟(15)）

13：40～14：10 (30)

静電加速器棟15：10～15：40 (30)

ＤＶＤ「放医研紹介」

緊急被ばく医療施設

13：10～13：30 (20)

14：20～14：50 (30)

ご挨拶13：00～13：10 (10)
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氏　　名 所属/職位等

天野　隆弘 国際医療福祉大学大学院（教授・副大学院長）

勝俣　健一郎
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　放射線・情報科学分野（教授・分野責任者）

橋本　光康
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　放射線・情報科学分野（教授）

松島　静夫 国際医療福祉大学大学院（東京青山キャンパス事務局課長）

山下　恵里子 国際医療福祉大学大学院（がんプロ事務局）

高橋　美也 国際医療福祉大学大学院（がんプロ事務局）

井村　直樹 ㈱医療福祉総合研究所（ディレクター）

田中  明宏 ㈱医療福祉総合研究所（カメラマン）

見学者名簿
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静岡県立静岡がんセンター

平成 年 月 日
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静岡県立静岡がんセンター

平成 年 月 日
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氏名 所属/職位等

森川　康英　
国際医療福祉大学（教授）、国際医療福祉大学病院（小児外
科）

橋本　光康　
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　放射線・情報科学分野（教授）

糸井　裕子　
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　看護学分野（准教授）

清水　貴壽　 国際医療福祉大学大学院 薬学研究科（講師）

鈴木　享　 国際医療福祉大学（事務局教務課）

賀川　夫二郎　 国際医療福祉大学（事務局企画調整室）

田中　明宏　 ㈱医療福祉総合研究所（カメラマン）

静岡県立静岡がんセンター視察　参加者名簿　計7名

平成24年10月11日

（敬省略）

時　間 内　　　　　　容 備　　　　考

集合（管理棟　２階正面玄関）

10:45～10:55 御挨拶、スケジュールの説明等

11:00～12:00 ●SCCの多職種チーム医療と連携について 青木副院長（看護）

12:00～13:00 昼食

●頭頸部がんなどに対する他部門連携

　　13:00～13:45　　他部門連携について
歯科口腔外科部長
　大田洋二郎医師

　　13:45～14:00　　病棟における多職種チーム医療 ６西病棟　河野師長

●治験管理室におけるCRC　薬剤師の役割

　　14:00～14:30　　臨床試験支援室
治験管理室長補佐
　笹山洋子薬剤師

　　14:30～14:55　　薬剤部との連携 薬剤部

15:00～16:00 ●通院治療センターの運営
通院治療センター
　看護師長　遠藤久美

16:00～16:30 ディスカッション 青木副院長（看護）

（本件担当）

14:00～15:00

13:00～14:00

総括：マネジメントセンター　医療広報担当　丸茂（PHS 6733）、　酒井（PHS 6730）

国際医療福祉大学がんプロに関わる施設見学スケジュール

１．     日　 時：　平成24年10月29日（月）　10時45分～16時30分

２．     来訪者：　国際医療福祉大学様　７名

３．     スケジュール
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氏名 所属/職位等

森川　康英　
国際医療福祉大学（教授）、国際医療福祉大学病院（小児外
科）

橋本　光康　
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　放射線・情報科学分野（教授）

糸井　裕子　
国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科
　看護学分野（准教授）

清水　貴壽　 国際医療福祉大学大学院 薬学研究科（講師）

鈴木　享　 国際医療福祉大学（事務局教務課）

賀川　夫二郎　 国際医療福祉大学（事務局企画調整室）

田中　明宏　 ㈱医療福祉総合研究所（カメラマン）

静岡県立静岡がんセンター視察　参加者名簿　計7名
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Ⅶ広報・学生募集

パンフレット

『がん先端医療に対する多職種連携重点コース』

ホームページ
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Ⅶ広報・学生募集

パンフレット

『がん先端医療に対する多職種連携重点コース』

ホームページ

 
 

Ⅷ広報・学生募集

パンフレット、学生募集要項

『がん先端医療に対する多職種連携重点コース』

ホームページ

国際医療福祉大学大学院 がんプロ サイト

大学共通 がんプロ サイト

 

全国がんプロ協議会 サイト
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パンフレット
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パンフレット
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国際医療福祉大学大学院 がんプロ サイト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抜粋

（平成 年度文部科学省採択事業）「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」

 
～国際医療福祉大学は、平成 年度からはじまった文部科学省の

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」事業に慶應義塾大学等とともに参画します。～

文部科学省が平成 年度から実施する「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に、慶應義塾大学を中心に

本学を含めた 大学が参画する「高度がん医療開発を先導する専門家の養成プログラム」が採択されました。

本学でも、以下の研究科・専攻に、養成コースを設置します。

■設置する研究科・専攻（養成する専門職）

医療福祉学研究科 博士課程 保健医療学専攻 看護学分野（看護師）

医療福祉学研究科 博士課程 保健医療学専攻 放射線・情報科学分野（診療放射線技師）

薬学研究科 博士課程 医療・生命薬学専攻（薬剤師）

ご関心のある方は、本大学院ホームページ（以下 ）をご覧ください。

http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/ganpro/index.html 
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国際医療福祉大学大学院 がんプロ サイト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抜粋

（平成 年度文部科学省採択事業）「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」

 
～国際医療福祉大学は、平成 年度からはじまった文部科学省の

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」事業に慶應義塾大学等とともに参画します。～

文部科学省が平成 年度から実施する「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に、慶應義塾大学を中心に

本学を含めた 大学が参画する「高度がん医療開発を先導する専門家の養成プログラム」が採択されました。

本学でも、以下の研究科・専攻に、養成コースを設置します。

■設置する研究科・専攻（養成する専門職）

医療福祉学研究科 博士課程 保健医療学専攻 看護学分野（看護師）

医療福祉学研究科 博士課程 保健医療学専攻 放射線・情報科学分野（診療放射線技師）

薬学研究科 博士課程 医療・生命薬学専攻（薬剤師）

ご関心のある方は、本大学院ホームページ（以下 ）をご覧ください。

http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/ganpro/index.html 
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概要図
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Ⅸ検討委員会開催記録

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン検討準備委員会」

及び「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン検討委員会」

期 間： 平成２４年３月 ～ 平成２５年２月

計１１回開催

全国がんプロ協議会 サイト

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 
 

Ⅷ検討委員会開催記録

「新がんプロフェッショナル養成プラン検討委員会」及び

「新がんプロフェッショナル養成プラン検討準備委員会」

期 間： 平成２４年３月 ～ 平成２５年２月

計１２回開催



− 209−

 
 

Ⅸ検討委員会開催記録

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン検討準備委員会」

及び「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン検討委員会」

期 間： 平成２４年３月 ～ 平成２５年２月

計１１回開催

全国がんプロ協議会 サイト

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 
 

Ⅷ検討委員会開催記録

「新がんプロフェッショナル養成プラン検討委員会」及び

「新がんプロフェッショナル養成プラン検討準備委員会」

期 間： 平成２４年３月 ～ 平成２５年２月

計１２回開催



− 211−

○ がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン検討準備委員会

平成 年 月 日（水） ～ ：

東京青山キャンパス ルーム１（出席 名）

○ 平成 年度 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン検討委員会

平成２４年

第１回 平成２４年 月 日（水） ～ ：

東京青山キャンパス ルーム１（出席 名）

第２回 平成２４年 月 日（水） ～ ：

東京青山キャンパス 教室、大田原キャンパス 教室（出席 名）

第３回 平成２４年 月 日（水） ： ～ ：

東京青山キャンパス ホール、大田原キャンパス 教室（出席 名）

第４回 平成２４年 月 日（水） ～

東京青山キャンパス 教室、大田原キャンパス 教室（出席 名）

第５回 平成２４年 月 日（水） １ ～

東京青山キャンパス 教室、大田原キャンパス 教室、大川キャンパス 教室

（出席 名）

第６回 平成２４年 月 日（水） １ ～

東京青山キャンパス医療情報演習室、大田原キャンパス 教室（出席 名）

第７回 平成２４年１ 月 日（水） １ ～

東京青山キャンパス医療情報演習室、大田原キャンパス 教室、大川キャンパス

教室（出席 名）

第８回 平成２４年 月 日（水） １ ～

東京青山キャンパス医療情報演習室、大田原キャンパス 教室、大川キャンパス

教室（出席 名）

第９回 平成２４年 月 日（水） １ ～
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東京青山キャンパス 教室、大田原キャンパス 教室、大川キャンパス 教室

（出席 名）
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Ⅸ委員会委員名簿

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

● 委員及び事務局名簿（学内委員会）

● 運営委員会委員（連携 大学合同での委員会）

● 分野別委員会委員（ 〃 ）
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Ⅸ委員会委員名簿

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

● 委員及び事務局名簿（学内委員会）
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委員 ＜順不同＞

氏名 所属等

天野　隆弘　 委員長、国際医療福祉大学大学院教授・副大学院長、山王メディカルセンター院長

糸井　裕子　 国際医療福祉大学准教授

岩坂　剛　 国際医療福祉大学教授、髙木病院院長

大東　貴志　 国際医療福祉大学教授、三田病院泌尿器科部長

片瀬　功芳　 国際医療福祉大学教授、山王メディカルセンター女性腫瘍センター長

勝俣　健一郎　 国際医療福祉大学教授、放射線・情報科学科長、大学院放射線・情報科学分野責任者

鎌田　信悦　 国際医療福祉大学教授、三田病院頭頸部腫瘍センター長

篠原　信夫　 国際医療福祉大学大学院准教授、情報システム部長、大学院教育システム担当

島田　直樹　 国際医療福祉大学教授

清水　貴壽　 国際医療福祉大学講師

武田　弘志　 国際医療福祉大学教授、薬学部長、薬科学研究科長、薬学研究科長

橋本　光康　 国際医療福祉大学教授

福島　道子　 国際医療福祉大学教授、保健医療学部看護学科長

藤井　稔也　 国際医療福祉大学大学院講師、大学院教育システム担当

森川　康英　 国際医療福祉大学教授、国際医療福祉大学病院小児外科

山本　康弘　 国際医療福祉大学教授、大学院診療情報アナリスト養成分野責任者

別宮　好文　 国際医療福祉大学教授、三田病院外科・消化器センター長

事務局

氏名 所属等

山本　晃 事務局長（東京事務所）

宮田　雅之　 事務局副部長（大田原キャンパス）

小峰　辰也　 大学院運営室課長（東京青山キャンパス）

松島　静夫　 大学院運営室課長（東京青山キャンパス）

藤高　豪 経理課長代理（大田原キャンパス）

後藤　陽一　 経理課係長（大田原キャンパス）

平岡　正寿　 経理課副主任（大田原キャンパス）

今井　繁　 学生募集室主事（東京事務所）

鈴木　享　 教務課（大田原キャンパス）

蜂巣　翔子　 教務課（大田原キャンパス）

山下　恵里子 がんプロ事務局（東京青山キャンパス）

髙橋　美也　 がんプロ事務局（東京青山キャンパス）

賀川　夫二郎　 企画調整室（大田原キャンパス）

平成24年度

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」委員会委員名簿

　● 北島　政樹　　　国際医療福祉大学学長

　● 金澤　一郎　　　国際医療福祉大学大学院長

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」連携校（計 大学）

慶應義塾大学（主管校）・北里大学・首都大学東京・信州大学・聖マリアンナ医科大学

聖路加看護大学・東海大学・東京歯科大学・山梨大学・国際医療福祉大学



− 215−

委員 ＜順不同＞

氏名 所属等

天野　隆弘　 委員長、国際医療福祉大学大学院教授・副大学院長、山王メディカルセンター院長

糸井　裕子　 国際医療福祉大学准教授

岩坂　剛　 国際医療福祉大学教授、髙木病院院長

大東　貴志　 国際医療福祉大学教授、三田病院泌尿器科部長

片瀬　功芳　 国際医療福祉大学教授、山王メディカルセンター女性腫瘍センター長

勝俣　健一郎　 国際医療福祉大学教授、放射線・情報科学科長、大学院放射線・情報科学分野責任者

鎌田　信悦　 国際医療福祉大学教授、三田病院頭頸部腫瘍センター長

篠原　信夫　 国際医療福祉大学大学院准教授、情報システム部長、大学院教育システム担当

島田　直樹　 国際医療福祉大学教授

清水　貴壽　 国際医療福祉大学講師

武田　弘志　 国際医療福祉大学教授、薬学部長、薬科学研究科長、薬学研究科長

橋本　光康　 国際医療福祉大学教授

福島　道子　 国際医療福祉大学教授、保健医療学部看護学科長

藤井　稔也　 国際医療福祉大学大学院講師、大学院教育システム担当

森川　康英　 国際医療福祉大学教授、国際医療福祉大学病院小児外科

山本　康弘　 国際医療福祉大学教授、大学院診療情報アナリスト養成分野責任者

別宮　好文　 国際医療福祉大学教授、三田病院外科・消化器センター長

事務局

氏名 所属等

山本　晃 事務局長（東京事務所）

宮田　雅之　 事務局副部長（大田原キャンパス）

小峰　辰也　 大学院運営室課長（東京青山キャンパス）

松島　静夫　 大学院運営室課長（東京青山キャンパス）

藤高　豪 経理課長代理（大田原キャンパス）

後藤　陽一　 経理課係長（大田原キャンパス）

平岡　正寿　 経理課副主任（大田原キャンパス）

今井　繁　 学生募集室主事（東京事務所）

鈴木　享　 教務課（大田原キャンパス）

蜂巣　翔子　 教務課（大田原キャンパス）

山下　恵里子 がんプロ事務局（東京青山キャンパス）

髙橋　美也　 がんプロ事務局（東京青山キャンパス）

賀川　夫二郎　 企画調整室（大田原キャンパス）

平成24年度

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」委員会委員名簿

　● 北島　政樹　　　国際医療福祉大学学長

　● 金澤　一郎　　　国際医療福祉大学大学院長

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」連携校（計 大学）

慶應義塾大学（主管校）・北里大学・首都大学東京・信州大学・聖マリアンナ医科大学

聖路加看護大学・東海大学・東京歯科大学・山梨大学・国際医療福祉大学



− 216− − 217−

 
文部科学省「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」採択事業 
高度がん医療開発を先導する専門家の養成 
平成 24 年度 活動報告書 
 
発 行 国際医療福祉大学 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 事務局 
（大学院東京青山キャンパス） 
〒107-8501 東京都港区南青山 1-3-3 青山 1 丁目タワー4・5 階 
Tel.03-6406-8621 FAX.03-6406-8622 

（大学院大田原キャンパス） 
〒324-8501 栃木県大田原市北金丸 2600-1 
Tel.0287-24-3000 FAX.0287-24-3100 

発行日 平成 25 年（2013 年）3 月 

大東先生 森川先生 福島先生 橋本先生 

橋本先生 

糸井先生 

森川先生 

糸井先生 

 
清水先生 
（旭先生） 

 

大東先生 

別宮先生 

島田先生 

（確定版・改2012.8.29） 

橋本先生 

武田先生 

福島先生 

森川先生 

連携１０大学合同での委員会委員（運営委員会及び分野別委員会） 
＊赤四角の中の白抜き文字になっている方々が本学からの委員 
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